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　ゲ ジ の 後胚発 生 は Hemianamorphose （Verhoe 伝 190ri） と呼 ば れ て 孵化後 ， 改形 〔Anamorphose ）及 び

そ れ に 続 く整 形 〔Epimorphose ） の 2 発育過 程 を 経 て 成 熟す る 。 本動物 の 発育形態は こ れ 迄 Fabre （t850 ），
Latzel （1880），　X

’
erhoefl

“
（19．　05 ）及 び Attem5 （1926）等 に よ っ て 順次明 ら か に され ， 結局 VerhQeff （1937）

が 6 幼虫段階 と そ れ に 続 く Agenitalis 以 降 Maturu5 迄 の 計 ll 発育段階 を確立 し た 。 こ れ 等先 進諸学 者

の 報 告 は す べ て ヨ ーv ッ
バ 産 Scutigera　coleePtrata 〔L ） の み に つ い て の も の で あ つ て 他 麓 に は 見 ら れ な い

し ， 我 が 国 で は 此 の 種 の 報 告 は きわ め て 少い
。 著者 は以前 ゲ ジ 発育 に 関 し て 雑 誌 「採 と 飼」或 は 「医 と生 」

に 報告 した が そ の 報告 は 断片的 で 内容 が 幼虫期に 偏 して い る の で ， そ の 後 の 知 見 を 加 え て こ こ に 我 が 国 産

7’het’eiionei “ta 　hi／gendorfi ．　Verhocff の 生 長 形 態 を纒 め て 報告 し た い
。

　稿 を起 す に あ た り貴 重な る文 献の 借覧 ， 懇篤な指導 を 賜 っ た 三 好保徳氏 並 び に有益 な る助 言 と 激励 を戴 い

た 高桑良興 博士 及び高 島券雄氏 に 深甚 の 謝意 を表 し た い 。 倫同様 な 気持 で 日 頃 研 究 上 の 便宜 を戴 い て い る 愛

媛大学文 理 学 部助教援栗 田 先生 に 対 し て も深謝 す る 。

1・生 　　長　　形 　　態

．ゲ ジ を 飼 育 し．て そ の 卵 及 び縣 を 認 め ， 幼虫 が 4 対 歩 肢 で 孵 化 す る事 を 確 認 す る と共 に 多 数 の 幼虫 を 1−3 年

閲継続 飼 育 して そ の 生 長過程 を 生 態 ・形態 両 面 か ら調 査 検 討 し た 。 そ の 結果 は NTerhoeff の 確 立 し た 生 長 段

階 に 原則的 に は
一

致 L た 。

A ．卵 　及　 び 　胚

　卵 の 大 き さ は 1．2xhlm ｝ の 僅 に 細長 い 球澎 を し
， 輪卵管 か ら現 わ れ た 直後 は 黄 白色 を 呈 し ， 産卵習性 か

ら し て 塊 を な さ な い 。 卵毅 は 厚さ約 40 μ，不 透 明 で 弾力 が あ り Chilopoda の 卵 の 中 で は 最 も強靱 で あ る o

卵 殻 の 外 側俵 面 は 微 細 な 短 毛 糸 状 物 で 覆 わ れ て い る o こ れ が 如何 な る役を 果す か は 明確 で ない け れ ど も， 卵

1t

F 重9 ・　L 　　An 　cnlblyo 　of 　Therevtonetn｛r ゐゴノgend 刀 二fi　Verhoeff　（Ghilopoda，　Scutigeridac）
　 a ： An 重cnna

，　 elGompound 　eye ，　 ト 4　： Legs ，　 π沚 ： Tergit　 ol　 maxillary 　segmellts
，

　pt ： Terglt 　 of 　prchcnsors ，　trt4 ： Tcrgits，　 te ： Telson ．
F 玉g，2．　Gonopods 　 of 　 agellitai 苴s　 I，

Fig．3．　 Gonopods　 of 　agenitalis 王1．
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　に 水分 を 喜 え れ ば速 に 全表 画 が 湿 め り或 は泥 の 微粒 子 が 附着 し易 い 等 ，産 卵 習牲 と併 せ 想像 す れ ば 直接 聞接

　に 卵 を 乾燥 か ら肪 ぐ為 に 役立 っ もの と推察 され る 。

　　胚 は 4 対 の 歩肢を 有 し ， 歩 肢と触角 とを 途 中で 折 り曲げ て そ れ らの 先端 を腹側 中央部 に 集 め て い る （第 1

　図）。 体内 は 卵黄 で 充満 し，頭部，背板 ，尾，瞑及 び歩肢 の 一部 は 淡乳紫色 を 呈 し て い る 。 眼 は い ま だ 色素
羇

的存在 で あ る。 頭板に 続 く 2 色素帯 は 小顎 及 び 顎肢節 の 背板 に 相当 し ， そ れ に 続 き 3 便 の 背板 が あ り， 末部

　に 第 4 背板 と 尾 が 認 め られ る 。

B． 改形的 発育段 階 （幼虫期）

　 孵 化直 後 の 幼 虫 は 4 対歩肢 を も ち，以 後 繰 り返 え され る脱 皮毎 に 5
，

7
，

9
，

1］
，

13 対 と丿1臓欠歩肢対数 を

増 加 し て 行 き ， 孵化後通算 6 回 目の 脱皮 で 成体 と同数 の 15対歩肢を もっ に い た る 。 邸 ち 生態 ・
形態両 面 か

ら み て ゲ ジ の 幼 虫期 は 歩 肢 対 数 で もっ て 6 生 長 段階 に 区 分 し 得 る 。 各幼 虫 は 後方体部 が 原体節 と な り， 次期

生 長段階 に 形 整増加 され る背板 ， 腹抜 及び歩肢 はあらか じめ 原体節 上 に 魅 で み ら れ る よ うな形 で 観察 され
ド

る 。 詳細 は 既 に 数回報 岩 し た の で こ こ で は 各期幼虫 の 標徴 を表示 す る に と どめ た い 。

Table 　L　　Six　至arval 　stadia 　of 　7ヲlereuolzema ゐ’♂9召π40  Vcrhoe 仔　（Chiiopoda ，
　 Scutigeridae）

　 　 　 　 　 　 　 　 馳

I　　　　 Hatch 圭ng

H 　　　　 　　　l

IH 　 　　 　 　　2

1V 　　 　　　　 3

v 　　　　　　　 斗

VI 　　　　　 う

4579k3 Unseglnent 　τJnseglnent

Unsegment 　 ullsegnlent
1
　　　 5 　　　　4 十 14　　　　　　　2 一ト i3

｛（ralely 　8）　4 十 14− 15　　　　3 十 14

i13（ll− ］4＞ 5 ＋ 15　　　 3 ＋ 1斗

い7（15− 23） 5＋ 】6−−1フ　 3 −・−16

3＋ 144

−
「 】54t17

2．4− 2．7
2．3− 2、7

2，3＿s、3

98 − 4，6

5，6＿6．5

6，i − 7．5

c ・整 形 的 発 育 畏 階

　 1） iXgenitalis 　 I （第 1 性 未熟期）： 溌 皮経過数 6 回 ， 第 6 幼虫期 に 続 く最初 の 整形的発育 段 階 で 15

対歩鮫を も っ
。 体長 7．5−9，0mm

， 慰角鞭状部第 1 区 は 1うぞ 9 小節 ， 後方背板 上 の 気孔 は籍褒方 へ 向 つ て

開P す る 。 拊 節 第 1 区 の 小節 数 は 第 1
， 第 J

「

， 第 10
， 第 i4 歩肢 で 各 6 （5−9），

斗一5 （3−6）， ！−5， 5C3 −

7） と な b ， 前腿節 ・腿節 ・黙餌端 毛 は第 王 歩肢 で 各
111 ・   ・鴨 で あつ て ，前腿節端 毛 は第 3一斗

， 腿節 端

毛 は 第 8−9 以後 の 歩肢で   ・％ と な り，脛 節端 毛 は第 1 歩腔を除き全歩肢
亘

ノ1 を 示 し 下稜後 側 の 1本 は

本 期 で は 出現 し な い 。 生 殖 節 は 胸板 が 僅 に 現 わ 2tる に 過 ぎ ず ， そ の 後縁 中央部 に 1−2 本 の 小刺毛 を 持 つ て い

る 。 雌 の 生殖肢 は 左右 互 に 独立 し各 2 節 よ り成 りt 雄 の 生 殖 肢 は 生 殖節 に 属す る 1 対 （外側） と 後生 殖節

に 属す る 1 対 〔内側） と が あ り， 共 に 長 さ 0・Imm 以 下 の 半球状 に 近 い 形 で あ る 。 生 殖肢 は 雌雄 共 に 無毛 。

　 2） AgeuitaIis　 II （第 2 性未熟期）： 脱皮経 過 回 数 7
， 休 長 8 ．5−10 、5111m

， 触角鞭状部第 1 区 は 21−42

小 節 ， 気孔 は 上 方 へ向 つ て 開口 す る。 第 1
， 第 5

， 第 10
， 第 1壬 歩肢の 跪節 第 1 区 の 小 節 数 は 各 8−9 （11−

7），
4−5 （3−7），

斗 （3
−6〕，

5−6 〔3−7）で
， 第 1 歩肢端 毛 の 配 列 は

1
／1 （或 は

ti
；）・1

、

SL ・置1iで
， 前腿節端 毛 は

第 1−3
， 腿節端 毛 は 第 7−8

， 脛節端毛 は第 8−9 以籔 の 歩肢 で 一
応成体 と同数を示 す o 生 殖節掬板は や や・

伸長

し 10 本内外 の 刺 毛 が 粗 生 す る 。 雌 の 生 殖節 は 長 さ約 O・2innit 無毛 で 左右基部 が 軽 く接 す る 程 度 に 肥大 す

る 。 雄 の 生 殖肢 は外 側 の 】対 が 長 さ 約 O．　ISmm ，先 端 及 び そ の 附近 に 2−i 本 の 微刺 毛 を有 す るの に 対 し て ，

内 側の 1 対 は そ の
liz

長 で 無毛 o

（ 2 ）
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　3） Immat ・・u ・ 〔未成熟期）・ 鋭皮経 過 数 8 回 ， 体 長 】O・5−13nin・，触角鞭状部第 ユ 区 は 29−66 ・」・飢 第

1
， 第 5

， 第 10
， 第 14 歩肢 の 附節第 1 区 は 各 8−M

，
5− 8

，
4−7

，
5一ア 小卸 ， 第 ｝歩読端 毛 は 晴 ・

　
1
／f

・1
／1

で ，前腿節端 毛 は 全 歩 肢一応 完成 し，腿 節 ・脛節端毛 は 各第 2−7
， 第 5−8 以後 の 歩肢 で

11
耄 を 示すh 生殖節

は基節 が 出現 し ， 胸核 の 刺毛数 は 20−30 本 に 増加す る o 雌 の 生 殖肢第 1 節 の 基部 は 左右 が 癒 合 し ， 表面 に

数本 の 微刺 毛 が散在す る。 将来刺 毛群 Q 出現 ナ る末端内偶角 に 】−2 本 の 長刺毛 を 有 す 。 第 2 節 の 末端附近

の 内縁 は僅 に 扁平 と な る 。 雄 の 生 殖肢は 内 外 共 に よ り伸 長 し，外 側 の 1対 に は 先端 の 刺毛 の 外 に 触毛 が 幾 列

か の 環状 に 近 い 形 で 粗 生 し ， 内側 の 1対 に は 先端 に ト 2 本 の 刺毛 と そ の 附近 に 触 毛 が 粗 生 す る 。

　 4） P ・a ・matu ・ u ・ （成熟前期）・ 脱皮経過数 9 回 ， 休長 】1・5−・1・1・5mm
，
　 fig…角鞭状部第 1 区 は 32−68 小 節 ，

第 ll 第 5
， 第 10

， 第 14 歩肢 の 附節第 1 区 の 小節数 は 各 9−】2f　 5−9
，
4−7r　5−9，．第 1歩 肢 端 毛 の 配列 は

通常
2fl ・i12 ・ソ1 で 腿 節 端 毛 が 全 歩 肢完成 さ れ ，脛 節端 毛 は第 3−5 以後 の 歩肢 で 成体 と同数 の り2 を 示 す 。

ca個体 に よ つ て は 第 12−1・1 歩 絞 の ew節 第 1 区 の 或 る 小節 に 棘 毛 が み e
）
・iLる もの が あ る が ， こ の 頼 毛 の 出現

は 多数 の 個体 で は次期段階 よ り現 われ、る の が 普通 で あ る 。 雌 の 生殖肢 は 基節 が 張 り出 し 全 面的 に 刺 毛 が 粗 生

し キ チ ン 化 が 進 む 。 生 殖肢は尾の 撲端 を 越 え ，第 1 節表面 の 微刺 毛 は増 加 し ， 末端 内偶角 の 鵜 毛群・は 2−4 本

と な り， 第 2 節 は 末端部 が よ り扁 平 に な る ケ共 に 背側 中央縦線 上 に 4−6 本 の 微刺 毛 が 列 生 す る 。 雄 の 生 殖

肢は 内外両 対共に よ り伸長 し ， 外側 の i対 に は 触 毛 の 間 に 若干 の 刺毛 が 混生す るが ， 内側 の 1 対 で は そ れ が

無 い り

　5） P．scud   maturus （偽威 …譲期）： 脱皮経過 回 数 10 乃 至 12
， 休 長 12− 2emm ，触 角鞭 状 部第 1区 は 36 −

75 ’j・飢 第 】，第 5， 第 ｝。
， 第 1・i 歩騰 櫛 第 1 区の 小節数 は 各 IO−13

．
6−9

，
6−8

，
6−9

。 第 1歩肢端 毛

の 配 列 は 紘 ・1，fe　・　ltl
（或 は 粉 で 端 毛 は

一応 全 歩 肢そ の 数 を 整 え る 。 通常第 9−14 歩 肢附節 第 1 区 に鰊毛

が 出現す る 。 生 殖肢第 1 節 の 表面に は多 くの 微細小孔 が 出現 し ， 未端 内偶角 の 刺 毛 群は 3−6 本 と な り，背側

の そ れ に 近 い 所 に 第 2 刺毛群 が 出現す る 。 総 体的 に キ チ ン 化 が よ り進 み 強固 さ を ま す が特｝（ Coxotelopodit −

ge ］enk の そ れ が 目立 つ
。 雄の 生 殖 肢 は 内側 の 短 い 1 対 が 尾 の 後 端 に 達 す る 程 度 に 伸長 し ， 内外 両対共邏触

毛 が 密 生 し ，外側 の 1対 に は ．先端 の み な らず 全 面酌 に 多 くの 刺 毛 が 混 生 す る が ，内 側 の 】対 で は刺 毛 は 先 端

以外 に は 見 られ な い か 或 は あ つ て も僅 で あ る 0

　6）　Maturus ： 脱皮経 過回数 13 乃 至 17
， 休長 19−28n ユm

， 触角鞭状部第 i 区 は 50−85 小節 ， 第 1，第

5
， 第 lo

， 第 14 歩 肢 opW櫛 第 1区 の 小節数 は 各 】3−iフ
，

9−u
，
8−10，9−11 で ，端毛 は 全 歩 肢

2
〆1
・
▽・

・11
・

と完 成す る h 跪節第 ］ 区 の 棘 毛 は 第 591 以 後 の 歩 肢 に 現 わ れ ， そ の 数 は後 方 歩 肢 程 叉 各 歩 肢共 に 基部小節

程 多 い 。 生 殖節 は 強岡 さ を 示 し京il毛 が 密 生 づ
一
る 。 雌 の 生 殖肢第 1節 の 第 1

， 第 2刺 三售群 は 各 12−14
，
4−6 本

と な り，表面 の 微細 小孔 は 第 2 節 に も及 ぶ ．、雄 の 牛 殖肢 は 内外両対共 に 触毛 が 密 生 し刺 毛 が 漫生 す る 。

II．考 察

　Verhocfi の 示 した 発膏段階 を 生態的 に 検討 し た 場 合 ， 幼虫毀階 が 常 に 脱皮経 過 回 数 と
一

定 の 関係 に あ り．

そ の 段 階 区 分 が そ の 儘脱皮の 経 過回数 を意味 し て い る の に 対 し て ，整形段階 の 区分 で は そ うは 言 克 ない 。 本

．
調 査 は 此 の 関連付 け に 重 点 を 置 い た

。

　整形的 発育過 程 で は 幼 虫期 に 於 け る歩肢対数 の 如 く
一見 し て 発育形態 を区 別 し得 る よ うな 標徴 が な く， 外

部形態 は漸進 的 に 形整増大 さ れ て い くの で あ る 。 従 っ て こ の 様 な場合 の 段黷 区分 の 標 徴 と し て は 変異性或 は

種 の 特異性の 少 い 安 定 且普遍性 の あ る もの を 把握す る 必 要 が あ る 。 こ の 点生 殖肢 の 発育形態 が 先ず基本的 な

もの で あ る と濤 え る し他 の 生 か し た 儘で 調査 し得 る 各種標徴 を 綜合検討 した結果 ，
Agenitalis を 1 及 び II

の 独 立 し た 2 段 階 と す る事が 生 態 ・形態 両 面 か らみ て 妥当で あ ろ う。 そ うし た 区 分 に よ る第 1 幼 虫期か ら

Praematurus 迄 の 10 発育段階 が Verhoeff の 区分 に 合致 す る と共 に そ れ らの 段 階 区 分 が そ の 儘 脱皮 経 過 回

数 を 現 わ す こ と に な る の で あ る 。 と こ ろ が Pseudomaturus 及 び MatUru3 が 間題で あ る 。 と言 うの は ，ゲ

ジ は通 算 16−］S 回 の 脱皮 を 繰 り返 し て 生 涯 を 終 る の で あ つ て ，
Praematurus が 脱 皮 経 過 数 9 回 で あ る か ら

（3 ）
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そ の 後筒 7回以 上 の 脱皮 が 行 わ れ ， そ の 聞 に い つ し か 成熟 の 域 に 達 す る わけで あ る 。 と こ ろ が こ の 問 の 脱皮

に 伴 う形態 の 変 化 は Behaarui ・g，　 Ghitinisierung
，
　 V ζ rmehrung に よ っ て 外見 上 漸進的 に 強固 さ を 示 す け れ

ど も， 者種標徴 は 互 に混交 し で 外部 形態か ら脱皮経過数 の 相 異 を 区別 す る事 は事実 上 不 可 能な こ とで あ る。

よ つ て 筆者 は 次 の 諸 点 を 基礎 に L て Pseudomaturus と Maturus と の 限界 を検討 し た 。 則 ち ， 自然界 よ り

捕獲 し た 値体 中正 常 な産卵 を 行 い 或 は 受 糎 嚢中 に 多 くの 精虫 を 貯蔵 し て い る と C ろ の 最 も若 い 発育形慧 と飼

育 した 個体 の そ れ との 対 比 ，並 に 生 活史特 に 越年形態及 び 発育巨数 と脱 皮回 数 との 関係 ， 更 に 飼 育 に よ つ て

正 常 な 産 卵 を 行 つ た ｛匿体 の そ の 年内の 脱皮 回 数 と そ の 間 の 形壟的変化等 を基 礎 に し て 研 究 した 場 合 ， 例外 な

く，
Maturus と認 め得 る段 階 の 脱皮 回 数 は 13 回 以 上 の もの で

，
10 乃 至 32 回 の 問 は 発育差 の ず れ を含 め

て の 移 行時期 と 言 え る 。
こ の 様 な観 点 か ら筆 者 は Maturus が 脱皮経運数 ］3 乃 至 17 回」9　−f．，　 Pscudomatu −

rus が 10 乃 至 ］2 回 の 関係 に あ る と 認 定 し た 。

　以 上の 如 く Verhoe 狂 の 硴立 した 殺隅区分 を脱皮経 過 鳳数 と 関速付 け 得 た カ
1・

， 全発育段階 を逓 じ一
験階脱

皮 が 基礎 に な る の に 対 し て PscudOmaturus と MaturUs の み が 各 3 及 び 5 回 の 脱皮経逗数 の 関 係 に あ る 。

よ っ て 両 発育段 階 も更 に 脱皮経 過回数 に 従 つ た 区 分 が 為 さ れ て もよ い と思 わ れ るが ， そ れ は 前記 した 如 く現

調査 で は 出来 な か つ た 。 し か し な が ら Lithobiusの Pseudomaturus 及 び Mahlrus が ff　2 区 分 さ れ て い る

（Verhoeff，　1905） 点 か ら考 え れ ば将 来 調 査 さ れ ね ば な ら な い 問題 で あ ろ う。 爾 X・
’
erhoeff 自身 Agenitalis・

及 び Pseudoma 重ll］
−
us を 2 男llす る事 の 可 能性を ほ の め か し て い ろ 。
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